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１．森林生態系保護地域としての適切な管理の推進
１ 希少種・固有種の保護

＜課題＞

○ 希少野生生物種・固有種の保護管理対策について

（対象となる団地：全て）

＜主な意見＞

○産業廃棄物不法投棄、飼い猫等の遺棄が問題。また、ノライヌ・ノラネコへ餌を与えて
いる住民等がいる

○昆虫採取の業者が入っているが、実態がつかめていない

○夜間にライトトラップで昆虫を大量捕獲するグループがいると民宿から情報がある。民
宿等での有効な対策を検討すべき

○昆虫など生き物については、持ち出し禁止の条例等の対策が必要

○監視カメラでしっかり管理することは重要

＜現状＞

○希少種・固有種の盗掘・盗採の被害が出ている

○不法投棄や飼いイヌ・飼いネコ等の遺棄がされている

○ノネコによるアマミノクロウサギなどへの捕食被害が頻発している

○マングースの駆除により、アマミノクロウサギの個体数は回復傾向

＜これまでの主な取組（検討中も含む） ＞

・巡視等による現況の把握、盗掘・盗採防止対策【林野庁、県、市町村、民間団体】

・希少野生動植物種の保護増殖【環境省】

・希少野生動物の交通事故対策【環境省・県・市町村】

・マングースの捕獲【環境省】

・ノネコの捕獲・捕獲計画の検討【環境省】

・ヤギの捕獲、放し飼い、放出規制【県、市町村】

・オキナワウラジロガシの樹勢回復措置（板根腐敗の治療）【林野庁】

・森林生態系保護地域の指定【林野庁】

・国立公園の指定【環境省】

・飼い猫の適正飼養条例を制定【市町村】

・希少野生動植物保護条例を制定【県、市町村】
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＜対応方向＞

○関係機関と連携しながらパトロールの強化、効果的な希少種・固有種の盗掘・盗採対
策に努める。

○モニタリング調査により、希少種・固有種の生息・生育状況の把握に努めると共に、森
林生態系の順応的な管理を実施。

© 亘悠哉

アマミテンナンショウ オキナワウラジロガシ

カシノキラン ハツシマカンアオイ

アマミノクロウサギ アマミハナサキガエル

アマミイシカワガエル ヤンバルホオヒゲコウモリ
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団地ごとの希少種の分布状況 

 

国有林の各団地の希少種の分布状況については、保護林設定の判断基準のベースとして指標種リスト

が作成され、分布状況がまとめられている（平成 23 年度報告書）。指標種は、大陸依存種や分布限界種、

固有種など奄美群島を特徴づける種が選択されている。 

 

指標種リスト（1/3：合計 113 種）   指標種リスト（植物 2/3：合計 113 種） 

  

ｱｶﾊﾞｼｭｽﾗﾝ ＶＵ Ⅰ

ｱｶﾊﾀﾞｺﾊﾞﾝﾉｷ ＣＲ 準

ｱｷｻﾞｷﾅｷﾞﾗﾝ ＥＮ Ⅰ

ｱﾂｲﾀ ＶＵ Ⅰ

ｱﾏﾐｱｵﾈｶｽﾞﾗ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｱｾﾋﾞ(ﾘｭｳｷｭｳｱｾﾋﾞ) ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｱﾜｺﾞｹ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｲｹﾏ ＣＲ Ⅱ

ｱﾏﾐｲﾜｳﾁﾜ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｴﾋﾞﾈ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｶｼﾞｶｴﾃﾞ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｶﾀﾊﾞﾐ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｸｻｱｼﾞｻｲ ＥＮ Ⅰ

ｱﾏﾐｻﾞﾝｼｮｳ － Ⅱ

ｱﾏﾐｽﾐﾚ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｾｲｼｶ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐﾃﾞﾝﾀﾞ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐﾃﾝﾅﾝｼｮｳ ＥＮ Ⅰ

ｱﾏﾐﾋｲﾗｷﾞﾓﾁ ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐﾌﾕｲﾁｺﾞ － Ⅱ

ｱﾜﾑﾖｳﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ｳｹﾕﾘ ＣＲ Ⅰ

ｵｵｵｻﾗﾝ ＥＮ Ⅰ

ｵｵｼﾏｳﾂｷﾞ － 準

ｵｵｼﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ － Ⅱ

ｵｵｼﾏﾑﾗｻｷ － 準

ｵｵﾀﾆﾜﾀﾘ ＶＵ Ⅱ

ｵｵﾅｷﾞﾗﾝ(ｱｷｻﾞｷﾅｷﾞﾗﾝ) ＥＮ Ⅰ

ｵｵﾊﾞｶﾝｱｵｲ ＥＮ Ⅱ

ｵｷﾅﾜｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ － Ⅱ

ｵｻﾗﾝ ＶＵ Ⅱ

ｶｹﾞﾛｳﾗﾝ ＮＴ Ⅱ

ｶｹﾛﾏｶﾝｱｵｲ ＥＮ Ⅰ

ｶｼﾉｷﾗﾝ ＶＵ －

ｶﾝｻﾞｼﾜﾗﾋﾞ ＥＮ Ⅰ

ｷｸｼﾉﾌﾞ ＶＵ Ⅱ

ｷﾊﾞﾉｾｯｺｸ ＥＮ Ⅱ

ｸﾞｽｸｶﾝｱｵｲ ＣＲ Ⅰ

種名(旧分類種名)
環境省ＲＤ

Ｂ
鹿児島県

ＲＤＢ

ｸｽｸｽﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ｸﾆｶﾞﾐｼｭｽﾗﾝ ＥＮ －

ｸﾛﾎｼｸｻ ＶＵ Ⅱ

ｹｲﾀｵﾌｳﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ｹﾗﾏﾂﾂｼﾞ ＶＵ Ⅱ

ｺｹｾﾝﾎﾞﾝｷﾞｸ ＣＲ Ⅰ

ｺｹﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ＶＵ Ⅰ

ｺｺﾞﾒｷﾉｴﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ｺﾊﾞﾉｱﾏﾐﾌﾕｲﾁｺﾞ ＣＲ Ⅰ

ｺﾋﾞﾄﾎﾗｼﾉﾌﾞ ＣＲ Ⅰ

ｻｶﾞﾘﾗﾝ ＣＲ 不足

ｻｸﾗｲｿｳ ＥＮ Ⅰ

ｻﾂﾏｵﾓﾄ ＣＲ Ⅰ

ｼｺｳﾗﾝ ＥＮ Ⅰ

ｼﾅﾔﾌﾞｺｳｼﾞﾗﾝ － Ⅰ

ｼﾏｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ － 準

ｼﾏｳﾘｶｴﾃﾞ － 分布重要

ｼﾏｶﾅﾒﾓﾁ ＶＵ Ⅱ

ｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘ ＮＴ 準

ｼﾏｼｭｽﾗﾝ ＶＵ Ⅱ

ｽﾌﾞﾀ ＶＵ Ⅱ

ﾀｲﾜﾝｼｮｳｷﾗﾝ ＣＲ 絶滅

ﾀｶﾂﾙﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ﾀﾆﾑﾗｶﾝｱｵｲ － －

ﾁｹｲﾗﾝ ＶＵ －

ﾁｬﾎﾞｲﾅﾓﾘ － Ⅱ

ﾂﾙﾗﾝ ＶＵ Ⅱ

ﾄｸｻﾗﾝ ＮＴ Ⅱ

ﾄｸﾉｼﾏｴﾋﾞﾈ ＥＮ Ⅰ

ﾄｸﾉｼﾏｶﾝｱｵｲ ＶＵ Ⅱ

ﾄｸﾉｼﾏﾃﾝﾅﾝｼｮｳ ＣＲ Ⅰ

ﾄﾘｶﾞﾐﾈｶﾝｱｵｲ ＥＮ Ⅰ

ﾅｷﾞﾗﾝ ＶＵ 準

ﾅｺﾞﾗﾝ ＥＮ Ⅰ

ﾊﾂｼﾏｶﾝｱｵｲ ＥＮ Ⅱ

ﾊﾙｻﾞｷﾔﾂｼﾛﾗﾝ ＶＵ Ⅱ

ﾋﾒｳﾗﾎﾞｼ ＥＮ Ⅱ

ﾋﾒｶｶﾗ ＮＴ Ⅱ

種    名
環境省ＲＤ

Ｂ
鹿児島県

ＲＤＢ



4 

 

指標種リスト（植物 3/3：合計 113 種）  指標種リスト（動物：合計 26 種） 

 

  

ﾋﾒｷｾﾜﾀ ＶＵ 準

ﾋﾒｻｷﾞｺﾞｹ ＥＮ Ⅰ

ﾋﾒﾄｹﾗﾝ ＶＵ Ⅱ

ﾋﾒﾐﾔﾏｺﾅｽﾋﾞ ＣＲ Ⅰ

ﾋﾓﾗﾝ ＥＮ 準

ﾋﾛﾊﾀﾏﾐｽﾞｷ ＣＲ Ⅰ

ﾌｼﾞﾉｶﾝｱｵｲ ＶＵ Ⅱ

ﾎｳｻｲﾗﾝ ＣＲ Ⅰ

ﾎｻﾞｷｻﾞｸﾗ ＥＮ Ⅰ

ﾎｿﾊﾞﾊﾏｾﾝﾀﾞﾝ ＣＲ Ⅰ

ﾎﾝｺﾞｳｿｳ ＶＵ Ⅰ

ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ ＮＴ 準

ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ ＮＴ Ⅱ

ﾏﾙﾐｽﾌﾞﾀ ＶＵ Ⅱ

ﾐﾔﾋﾞｶﾝｵｱｲ ＥＮ Ⅰ

ﾐﾔﾏｼﾛﾊﾞｲ ＶＵ Ⅱ

ﾑｶｺﾞｻｲｼﾝ ＥＮ Ⅰ

ﾓﾀﾞﾏ ＣＲ Ⅱ

ﾔｴﾔﾏﾈｺﾉﾁﾁ ＶＵ Ⅱ

ﾔｸｼﾏｱｶｼｭｽﾗﾝ ＶＵ －

ﾔｸｼﾏﾈｯﾀｲﾗﾝ ＥＮ Ⅰ

ﾔｸｼﾏﾋﾒｱﾘﾄﾞｵｼﾗﾝ ＮＴ Ⅱ

ﾔﾄﾞﾘｺｹﾓﾓ ＣＲ Ⅰ

ﾔﾅｷﾞｽﾌﾞﾀ － Ⅰ

ﾕｳﾚｲﾗﾝ ＮＴ Ⅰ

ﾕﾜﾝｵﾆﾄﾞｺﾛ － Ⅰ

ﾕﾜﾝﾂﾁﾄﾘﾓﾁ ＣＲ Ⅰ

ﾖｳﾗｸﾋﾊﾞ ＥＮ Ⅱ

ﾗﾊｵｼﾀﾞ ＥＮ Ⅰ

ﾘｭｳｷｭｳｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ － Ⅱ

ﾘｭｳｷｭｳｻｷﾞｿｳ ＥＮ Ⅰ

ﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞｶｹ ＣＲ Ⅱ

ﾘｭｳｷｭｳﾂﾙﾏｻｷ ＣＲ Ⅱ

ﾘｭｳｷｭｳﾊﾅｲｶﾀﾞ ＮＴ Ⅱ

ﾘｭｳｷｭｳﾋﾓﾗﾝ ＣＲ －

ﾚﾝｷﾞｮｳｴﾋﾞﾈ ＶＵ Ⅰ

ﾜﾗﾋﾞﾂﾅｷﾞ ＣＲ Ⅰ

種    名
環境省ＲＤ

Ｂ
鹿児島県

ＲＤＢ

ｱﾏﾐﾄｹﾞﾈｽﾞﾐ ＥＮ Ⅰ

ｱﾏﾐﾉｸﾛｳｻｷﾞ ＥＮ Ⅰ

ｹﾅｶﾞﾈｽﾞﾐ ＥＮ Ⅰ

ﾜﾀｾｼﾞﾈｽﾞﾐ ＮＴ 準

ｵﾘｲｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ＥＮ -

ﾔﾝﾊﾞﾙﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ ＣＲ Ⅰ

ﾘｭｳｷｭｳﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ ＥＮ Ⅰ

ﾘｭｳｷｭｳﾕﾋﾞﾅｶﾞｺｳﾓﾘ ＥＮ Ⅰ

ｱｶﾋｹﾞ ＶＵ Ⅱ

ｱﾏﾐﾔﾏｼｷﾞ ＶＵ Ⅰ

ｵｵﾄﾗﾂｸﾞﾐ ＶＵ Ⅰ

ｵｰｽﾄﾝｵｵｱｶｹﾞﾗ ＶＵ Ⅰ

ｶﾗｽﾊﾞﾄ ＮＴ 準

ﾙﾘｶｹｽ － Ⅱ

ｱﾏﾐﾊﾅｻｷｶﾞｴﾙ ＶＵ Ⅱ

ｲｼｶﾜｶﾞｴﾙ ＥＮ Ⅰ

ｲﾎﾞｲﾓﾘ ＶＵ Ⅰ

ｵｯﾄﾝｶﾞｴﾙ ＥＮ Ⅱ

ｱｶﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ ＣＲ Ⅰ

ｷﾊﾞﾗﾖｼﾉﾎﾞﾘ ＥＮ Ⅰ

ﾖﾛｲﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ ＣＲ Ⅰ

ﾘｭｳｷｭｳｱﾕ(小班図) ＣＲ Ⅰ

ｱﾏﾐｾﾏﾀﾞﾗﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ － Ⅰ

ｱﾏﾐﾄﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ － Ⅰ

ｱﾏﾐﾏﾙﾊﾞﾈｸﾜｶﾞﾀ ＶＵ Ⅱ

ﾖﾂｵﾋﾞﾊﾚｷﾞｶﾐｷﾘ － Ⅰ

種    名
環境省ＲＤ

Ｂ
鹿児島県

ＲＤＢ
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図 1 林班ごとの指標種（植物）の分布情報種数 

 

図 2 林班ごとの指標種（動物）の分布情報種数 

金作原 

神屋 

八津野 

湯湾岳 
徳之島北部 

徳之島中部 

金作原 

神屋 

八津野 

湯湾岳 
徳之島北部 

徳之島中部 
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奄美大島（森林生態系保護地域：オレンジ） 

 

図 3 奄美大島の各団地の指標植物（左）、指標動物（右）の分布情報種数 

 

徳之島（森林生態系保護地域：オレンジ） 

 

図 4 徳之島の各団地の指標植物（左）、指標動物（右）の分布情報種数 

 

奄美大島 

全ての団地で指標動植物の分布情報が得られ、奄美大島の国有林が指標動植物の重要な分布地になっ

ていることが明らかになった。特に指標生物が多くみられたのは、指標植物については、湯湾岳におい

て 65種と、奄美大島の国有林全体で分布情報のあった 98種のうちの 66%に至った。また、神屋や金作

原など湯湾岳と同様に原生的な森林を有する森林や、長伝行や島種子久など川内川流域の国有林、奄美

大島の中で面積が最も大きい団地である八津野などの種数が高かった。 

指標動物については、神屋で 23種と最も多く、奄美大島の国有林で分布情報があった全 26種のおよ

そ 88%を記録した。次いで金作原や八津野、湯湾岳、河内右岸などが高い種数を記録した。 

 

徳之島 

全ての団地で指標動植物の分布情報が得られ、徳之島の国有林が指標動植物の重要な分布地になって

いることが明らかになった。指標植物については、徳之島中部において、39種と最も多く、徳之島の国

有林全体で分布情報のあった 50種のうちの 78%になった。次いで、徳之島北部が 31種で多かった。 

指標動物についても、徳之島中部が 13種と最も多く、徳之島の国有林で分布情報があった全 13種が

記録された。次いで徳之島北部が 10種と高い種数を記録した。 
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指標動植物の分布と各団地の特徴、課題 

島 団地 

指標植物 
分布情報種数 1) 
奄美：計 98 種中 

徳之島：計 50 種中 

指標動物 
分布情報種数 1) 
奄美：計 26 種中 

徳之島：計 13 種中 

各団地の特徴 希少生物の保護上の課題 

奄
美
大
島 

金
作
原 

50種 51%） 19種(73%) 

大川源流の沢が森林内に多く、沢沿いを中心に希
少植物が多く生育する。 
かつては、アマミノクロウサギやアマミイシカワ
ガエルなど希少動物も多く生息していたが、マング
ースの影響で局所絶滅してしまった。しかし近年の
対策の効果により、アマミイシカワガエルやアマミ
ハナサキガエルの回復の兆しが見え始めている。 

北部、南部の広葉樹林の回復により、希少動
植物の状況が大きく改善される余地が十分あ
る。 
観光利用が群島内で最もおおい森林であり、
利用調整と環境啓発が課題となる。 
マングース対策の成否により希少動物の状況
が大きく左右される。 

神
屋 

56種(57%) 23種(88%) 
住用川流域を中心に希少植物が多く生育する。 
ほとんどの希少野生動物にとっての最重要生息地
のひとつとなっている。 

アマミノクロウサギ観察のナイトツアー利用
が多い。クロウサギの活動時間帯における攪乱
だけでなく、希少カエル類の轢死も生じている。 
マングース対策の成否により希少動物の状況
が大きく左右される。 

八
津
野 

40種(41%) 19種(73%) 

人工林や二次林が広がるものの、役勝川流域を中
心として、いまだに希少植物の宝庫が残っている。 
また、アマミノクロウサギやリュウキュウテング
コウモリなどの陸上希少動物が生息するほか、役勝
川にはリュウキュウアユも観察することができる。 

広葉樹林が回復することで、希少動植物の状
況が大きく改善される余地が十分ある。 
県道からのアクセスが容易で、盗掘被害情報
が多い場所であり、防犯対策の強化が望まれる。 
マングース対策の成否により希少動物の状況
が大きく左右される。 

湯
湾
岳 

65種(66%) 18種(69%) 
群島内で最高標高の湯湾岳を有し、奄美大島でも
最も希少植物が多く生育する場所である。 
希少動物も多く生息する。 

国有林面積が小さく、周辺の民有林との保全
管理水準の連携が課題となる。 
盗掘情報が多く防犯対策の強化が望まれる。 
マングース対策の成否により希少動物の状況
が大きく左右される。 

徳
之
島 

北
部 

39種(62%) 10種(77%) 

天城岳の山頂をはじめ、北部部の稜線沿いを中心
として、希少植物の重要な生育地となっている。 
また、アマミノクロウサギやトクノシマトゲネズ
ミ、アマミハナサキガエルなどの主要な生息地とも
なっている。 

ノネコによるクロウサギ捕食の被害情報も多
く、対策が課題である。 
盗掘情報も多く、防犯対策の強化が望まれる。 
登山道の利用の増加も想定され、事前の利用
ルールの策定や啓発が望まれる。 

中
部 

31種(78%) 13種(100%) 

井之川岳の山頂および秋利神川沿いを中心とし
て、希少植物が多く生育する。また、犬田布岳を含
め、着生植物も多いことも特徴として挙げられる。
三京や丹発山、剥岳林道沿いには、オキナワウラジ
ロガシの大径木の群落が形成され、徳之島を特徴づ
ける森林景観が広がっている。 
秋利神川上流域には、アマミノクロウサギやアマ
ミハナサキガエルなどの希少動物が生息する。 

ノネコによるクロウサギ捕食の被害情報も多
く、対策が課題である。 
盗掘情報も多く、防犯対策の強化が望まれる。 
登山道の利用の増加も想定され、事前の利用
ルールの策定や啓発が望まれる。 

 


